
三河港 
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徳山下松港 

北九州港 

石狩湾新港 

八戸港 

釜石港 

酒田港 

宇部港 

苫小牧港 
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川崎港 

H14.5   指定港（5港） 

H15.4   指定港（13港） 

姫川港 

木更津港 

姫路港 

三池港 中城湾港 

能代港 

舞鶴港 

三島川之江港 

H18.12 指定港（3港） 

H23.1   指定港（1港） 

境港 

３．リサイクルポート施策の推進
○循環資源の広域流動の拠点となる港湾をリサイクルポートとして指定。
○ リサイクルポート施策を推進するため、次の取組を実施。

①岸壁等の港湾施設の確保、②積替え・保管施設等の整備に対する支援（補助金、補助率1/3）
③循環資源の取扱に関する運用等の改善、④官民連携の促進（リサイクルポート推進協議会の活用など）

循環資源の物流拠点とネットワーク形成の効果

○全国的な物質循環の促進による循環型社会の構築支援
○海上輸送の利用による環境負荷の低減
○ リサイクル施設の集積と海上輸送の利用による
リサイクルコストの低減

○ リサイクル施設の立地促進による臨海部産業の活性化

リサイクルポートのイメージリサイクルポート
指定港（２２港）

他 港

他 港

リサイクル品

リサイクル資源

保管施設

上 屋

臨港道路リサイクル施設
の集積

ストックヤード
岸 壁

岸 壁

荷役機械

残 さ 等

将来の土地利用
・リサイクル施設
・大規模な緑地

海面処分場緑 地

リサイクル関連
情報の発信

６



51 52 55 59 61 66 67 67 66 66

58 63 71
85 92 98 106

126 140 140
16 17

21
24 25

27 28
28

26 24

125 132
147

168 178
191 201

221
232 230

0

40

80

120

160

200

240

280

企
業
立
地
数

その他

リサイクル業

製造業

合計

リサイクルポート施策の成果

◆ リサイクルポートにおけるリサイクル関連企業数の推移 ◆リサイクルポートにおける循環資源取扱量とシェア

○ リサイクル関連企業立地数の伸び率（H22/H13） ＝ 84％増

○ 循環資源取扱量の伸び率（H21/H13） ＝ 47％増
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循環資源取扱支援施設の整備に対する補助制度及び事例

・交付対象： 地方公共団体及び地方公共団体の出資又は拠出に係る法人（第３セクター等）
・補助率： １／３
・交付対象事業： リサイクルポート指定港において循環資源を効率的に取り扱うために、循環資源の

保管等を行う施設の整備に関する事業。
・対象経費の区分 本工事費、附帯設備費、附帯工事費、測量及び試験費、用地費及び補償費、事務費

能代港

保管施設（建屋）

酒田港
防護柵・タイヤ
洗浄・集水施設

保管施設

リサイクルポート岸壁 石炭灰保管施設

北九州港 姫川港

汚染土壌等保管施設 汚染土壌・石炭灰等保管施設

保管施設（建屋）

平成１７年度整備 平成１８、２０年度整備 平成２０年度整備 平成２１年度整備
８



リサイクルポートの例：酒田港周辺のリサイクル関連企業

アルミリサイクル事業

古紙・廃プラリサイクル事業

廃プラリサイクル事業

遊戯機器リサイクル事業

古紙・ペットボトル・廃パソコン
リサイクル事業

廃自動車リサイクル事業

石炭灰リサイクル事業

ＰＣＢ絶縁油リサイクル事業

汚泥総合リサイクル事業

廃自動車リサイクル事業

(株)酒田港リサイクル産業センター
（循環資源取扱支援施設）

木くずリサイクル事業

●：リサイクルポート指定後の臨海部における立地企業 ８社
●：指定前の臨海部における立地企業 ７社
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